









































　愛鷹山麓の追平 B 遺跡の第 II 文化層の石器群について，遺物分布，器種分類等の再検討と黒曜石製石器の蛍光 X 線分析
法による原産地推定を実施した．そして，他の石器群との比較からその編年的位置づけを検討し，後期旧石器時代初頭の石
材利用の変遷について考察した．追平 B 遺跡の第 II 文化層の石器群は第 1 ～ 5 号石器ブロックと第 6 号石器ブロックとの
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ループ 1969）．また，第 IV ～ VII 黒色帯を画するスコ
リア層の幾つかも，しばしば分層できない場合がある．




これと第 V ～ VII 黒色帯の各層との対応関係は明らか
ではない．
　追平 B 遺跡では大きく分けて休場層及び第 V ～ VII
黒色帯相当層から後期旧石器時代の石器群が出土してお
り，それぞれ第 I 文化層，第 II 文化層として報告され
ている．このうち本稿で扱う第 II 文化層の石器群は石
器 773 点，礫 8点から成り，石器のうち 121 点が黒曜石
製である．
３．追平 B 遺跡第 II 文化層の黒曜石製石器の
原産地推定分析























強度＋ Sr 強度＋ Y 強度＋ Zr 強度）｝，Mn 強度× 100/
Fe 強度，Log（Fe 強度 /K強度）を用いた．判別図｛Rb



















４．追平 B 遺跡第 II 文化層の石器群の再検討
4-1　追平 B 遺跡第 II 文化層の石器群の構成
　石器群は分布から第 1号～第 6号の 6つの石器ブロッ
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4-2　第 1 号～第 5 号石器ブロックの石器群
　第 1号～第 5号石器ブロックの石器群は 602 点の石器
から成る．石器の分布は，5つのブロックのうち第 1号・
第 2号石器ブロックと第 4号・第 5号石器ブロックとを




























図 3　第 1 ～ 5 号石器ブロックの遺物分布と接合関係
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表 4　第 1 ～ 5 号石器ブロック組成表















3 個体，ホルンフェルス 2 個体，ガラス質黒色安山岩，
















図 5　第 6 号石器ブロックの遺物分布と接合関係




追平 B 遺跡第 II 文化層
　追平 B 遺跡第 II 文化層の石器群は全て第 V ～ VII 黒
色帯相当層から出土したものとして報告されているが，









山遺跡第 I文化層の石器群（図 7-1 ～ 6;	沼津市教育委員















図 6　追平 B 遺跡第 II 文化層第 6 号石器ブロックの出土石器
中村雄紀	ほか
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図 7　第 IV スコリア層～第 VII 黒色帯の石器群
井出丸山遺跡第 I文化層 (1 ～ 6)、秋葉林遺跡第 I文化層 (7)
図 8　第 VII・VI 黒色帯の石器群
富士石遺跡第 I文化層石器集中1(1～ 5)，中見代第 I遺跡BBVI(6・7)．
富士石遺跡第 I文化層石器集中 2・3(8 ～ 10)
図 9　第 V 黒色帯の石器群




VII 黒色帯～第 VI 黒色帯を出土層位とするもので，代
表的なものとしては富士石遺跡第 I 文化層（図 8-1 ～ 5,	





岡県埋蔵文化財調査研究所 2010b）や中見代第 I 遺跡第
VI 黒色帯（図 8-6・7;	高尾 1994）などの石器群がある．








の割合が高いようである．中見代第 I 遺跡第 V 文化層
（図 9-1 ～ 7;	沼津市教育委員会 1989a），西洞遺跡 b 区第
VI 黒色帯直上文化層（図 9-8 ～ 15;	沼津市教育委員会
1999），西洞遺跡第 I文化層（静岡県埋蔵文化財センター
2012a），土手上遺跡（沼津市教育委員会 1998）などが





　追平 B 遺跡第 II 文化層第 6 号石器ブロックの石器群































































































































6-2-2　第 IV スコリア層～第 VII 黒色帯の石器群
　第 IV スコリア層～第 VII 黒色帯下部の石器群につい
ては，石器石材は基本的には愛鷹山麓周辺で採取可能な
ホルンフェルスが主体である．黒曜石が出土している石
器群としては井出丸山遺跡第 I 文化層，追平 B 遺跡第






第 IV スコリア層から第 VII 黒色帯下部ではいずれの石
器群でも黒曜石の利用は限定的である．信州産あるいは














6-2-3　第 VII ～ VI 黒色帯の石器群




















1 遺跡あたり多くても 100 点を少し超える程度と見込ま
れ 7），第 VII ～ VI 黒色帯の石器群と大差ない量しか消
費されていない．また信州産黒曜石は西霧ヶ峰系や麦草






















常に限られていた．追平 B 遺跡第 II 文化層第 1 ～ 5 号
石器ブロックの石器群はこの時期の様相を代表する石器
群の 1つである．
　第 VII ～ VI 黒色帯では愛鷹山麓の遺跡で信州産黒曜
石や神津島産黒曜石によって剥片剥離が行われるように
なり，これら愛鷹山麓外からの石材が本格的に利用され







































	2）追平 B 遺跡第 II 文化層の石器群の分類については廣瀬
ほか（2006），岩宿博物館（2006:	pp.14-15）の記述も参
考にした．
	3）報告書では図 4-4・6 の鋸歯縁削器は鋸歯縁石器，7 の削
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Oudaira B Revisited: Lithic raw material exploitation
at the foothills of Mt. Ashitaka
during the Initial Upper Palaeolithic
Yuuki	Nakamura1*	and	Tarou	Kannari2
Abstract
 Oudaira B is an Upper Palaeolithic site at the foothills of Mt. Ashitaka in the Shizuoka Prefecture, central Japan. 
This paper revisits the distribution and classification of stone tools, as well as the obsidian provenance using X-ray 
fluorescence analysis (XRF). The lithic industries of Oudaira B Cultural Layer II are divided in two assemblages based on 
their technological characteristics and location in the field: the lithic concentrations No.1-5 and No.6. 
 At the foothills of Mt. Ashitaka, scoria and Black Band layers (humic soil layers) were alternatively deposited, a 
geological phenomenon that helped to establish the chronology of the lithic assemblages. The lithic concentrations No. 
1-5 are attributed to the first phase of the Upper Palaeolithic, which ranges from scoria layer IV to the lower part of 
Black Band VII. A few types of obsidian were already being exploited during this phase. The lithic concentration No. 6 is 
presumed to be contemporaneous with the second phase, i.e. industries from Black Band VII and VI. Obsidian from the 
Central Highlands (Nagano Prefecture) was transported to the foothills of Mt. Ashitaka and used intensively. Thereafter, 
during the third phase, the industries from Black Band V contained a wide variety of lithic raw materials. Almost all kinds 
of lithic raw materials used in the Upper Palaeolithic in the region of Mt. Ashitaka were exploited during this phase. 
Keywords: obsidian; lithic raw materials; Initial Upper Palaeolithic; the foothills of Mt. Ashitaka 
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